
平成15年、Uターンで会社に
戻った関山社長は、受注生産だけ
でなく、自社製品を持ちたい想い
が徐々に強くなっていた。どんな製
品づくりができるかを考えながら、
地元の林産試験場の研究成果発
表会等に参加していた。 

平成20年12月、知人の紹介で林
産試験場の橋本さんと出会った。
その時の印象は、「難しいことを
やっているな。しかし、面白いこと
もできそうだ」。 

翌平成21年春、関山社長は地元
の産業支援機関を訪問し、Nさん
に協力を依頼。 

同年7月、経産省の地域資源活
用支援事業の認定を取り、「３D
ウッドターニングマシン(NC木工
旋盤)の開発・販売」プロジェクトが
スタート。道総研林産試験場、旭川
機械工業、産業支援機関の連携プ
ロジェクトだ。 

技術シーズは林産試験場の出

願中特許で、発明者は勿論橋本さ
んだ。仮通常実施権の契約を締結
してスタート。 

開発コンセプトは、立体的な木
工加工を誰でも簡単な操作ででき
ること。 平成23年に試作機を作
り、障害者施設で使ってもらい、意
見をもらいながらそれを装置に反
映。 

電気的なトラブルで装置が動か
なくなることも発生。その都度、原
因を突き止め、解決した。装置に知
恵と工夫が取り入れられた。 

平成24年2月、第9回新機械振興
賞機械振興協会会長賞を受賞。マ
ツダなど大手企業に次ぐ受賞で、関
係者のモチベーションは高まった。 

開発が終わり、いよいよ初号機
を販売しようとしたが、なかなか
売れない。 新たに同社の細川氏を
開発責任者に決め、デザインもユ
ニバーサルデザインを取り入れて
一新。 

支援機関のN氏は、販売の支援
も実施。九州の初号機納品先に対

して、このような製品が作れますよ
と商品提案を行った。 

その後、装置は三軸から多軸（内
側はルーターで、外側はチップソー
で）へと機能が向上。器の加工が可
能になり、加工用途は広がった。 

３Dターニングマシンの開発・販
売によって培った技術やノウハウに
より、トウモロコシの皮むき機や孟
宗竹の皮むき機の開発も手掛け、
受注生産と自社製品の製造販売の
バランスが取れるようになった。 

更に、顧客の工場見学機会が増
えたことから、工場内部がきれい
になり、結果として生産性向上に
なった。 

関山社長は、道総研の研究者と
の出会い、技術導入や技術支援、そ
して人的ネットワークの形成が企
業の成長につながったと考えてお
り、「技術の鍛錬が新開発に結びつ
く」の実践を続けていきたいとして
いる。
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